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地方創生関係交付金および地方創生応援税制活用事業の進捗状況について

１ 地方創生関係交付金および地方創生応援税制活用事業の進捗状況（資料２－２）

(1) 地方創生関係交付金活用事業（令和４年度末時点）

ア 創業支援拠点整備事業（令和元年度～令和５年度）および

イ ビジネススタートアップ支援事業（令和２年度～令和４年度）

新型コロナウイルス感染症の影響による行動制限が緩和されたことにより、

対面での相談件数など、一部指標で目標を達成したものの、イベント等の参

加控えが続いており、指標の多くが目標未達成となった。

ウ 【新規】東北六市連携による伝統的夏祭りを活用した交流人口拡大プロ

ジェクト（令和４年度～令和６年度）

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、規模を縮小しながらの開催

となったことから、各まつりで入込数や宿泊者数が目標未達成となった。

エ 【新規】「秋田の元気は港から！」みなと賑わい創出プロジェクト

（令和４年度～令和６年度）

新型コロナウイルス感染症の影響による行動制限が緩和されたことやクル

ーズ船の寄港受け入れが再開されたこと等により、すべての指標で目標を達

成した。

指標 指標値

ア

創業支援拠点整備事業
（チャレンジオフィスあきた）

※令和元年度～令和５年度

①開業率
②施設における創業件数
③施設における創業相談件数

令和４年度増加分
①0.2％
②１件
③10件

令和４年度増加分
①-0.3%
②５件（達成）

③17件（達成）

イ

ビジネススタートアップ支援事業

※令和２年度～令和４年度
（計画期間終了）

①開業率
②創業支援拠点施設における
創業件数
③創業支援拠点施設における
創業相談件数
④各フェーズにおけるイベン
トやセミナー等への参加者数

令和４年度増加分
①0.30%
②10件
③50件
④3,305人
【増加分累計】
①0.60%
②24件
③140件
④7,390人

令和４年度増加分
①-0.3%
②5件
③17件
④-244人
【増加分累計】
①-0.06％
②19件
③89件
④703人

ウ

【新規】
東北六市連携による伝統的夏祭りを
活用した交流人口拡大プロジェクト

※令和４年度～令和６年度

①東北の県庁所在地六市（青
森市、盛岡市、仙台市、秋田
市、山形市、福島市）　延べ
宿泊者数（2022年は2017～
2019年の平均値を目標にし、
その後毎年各市50,000人泊
増）
②夏祭り（青森ねぶた祭、盛
岡さんさ踊り、仙台七夕まつ
り、秋田竿燈まつり、山形花
笠まつり、福島わらじまつ
り）入込数（2022年は2017～
2019年の平均値を目標にし、
その後毎年各市30,000人増）
③観光物産プロモーション実
施回数
④スタンプラリー参加者数

令和４年度増加分
①4,200,000人
②8,790,000人
③2.00回
④1,000人

令和４年度増加分
①2,291,000人
②4,112,000人
③2.00回（達成）

④2,279人（達成）

エ

【新規】
「秋田の元気は港から！」みなと賑
わい創出プロジェクト

※令和４年度～令和６年度

①道の駅あきた港入込客数
②道の駅おが入込客数
③フェリー旅客数

令和４年度増加分
①60,000人
②20,000人
③ 3,100人

令和４年度増加分
①146,306人（達成）

②115,408人（達成）

③ 11,476人（達成）

交付対象事業
重要業績評価指標（ＫＰＩ） 実績値

（R4年度末）

【 資 料 ２ － １ 】
令 和 ５ 年 ９ 月 １ 日
人口減少・移住定住対策課
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(2) 地方創生応援税制（企業版ふるさと納税）活用事業（令和４年度末時点）

ア 寄附件数

２件

イ 活用事業

① まちへの誇りと愛着醸成事業

② 買物タクシー事業

ウ 関連する総合戦略の基本目標

① 多様なつながりを築き、秋田市への新しいひとの流れをつくる

② 持続可能な魅力ある地域をつくり、安全安心なくらしを守る

エ 事業の検証

① 「まちへの誇りと愛着醸成月間」を制定し、期間中にはインスタグラ

ム写真展を開催し、期間中にフォロワー数が670人増加したことから一定

の効果があった。

また中学生から本市の魅力や良いところを表現した「ブランドメッセ

ージ」を募集したほか、石井露月顕彰全国俳句大会と連携し、地域への

誇りや愛着の醸成につながる作品を募集、表彰した。

② 公共交通の利用が不便な地区（新藤田および手形字中台）を対象とし

て、タクシー事業者やスーパーと提携し、「買物タクシー」の本格運行

を開始し、令和４年６月から令和５年３月までの期間で延べ７３４人が

利用した。

また、実証運行を実施した楢山地区での利用者アンケートでは、買物

タクシーは便利であるという回答が８割以上であり、買物タクシーは住

民の移動手段の選択肢になりうるという、本格運行の実施に向けた検証

結果を得た。

【 資 料 ２ － １ 】
令 和 ５ 年 ９ 月 １ 日
人口減少・移住定住対策課


